
暮
ら
し
の
情
報　

Living Inform
ation

第
31
回
新
宮
町
文
化
祭

日
程
・
内
容

○�

10
月
11
日（
土
）　
園
児
、学
生
、

一
般
舞
台
発
表
、作
品
展
示

○�

10
月
12
日（
日
）　
協
会
会
員
舞

台
発
表
、作
品
展
示
、体
験
教
室

場
所　
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う

問
い
合
わ
せ
先　
町
文
化
協
会

　
（
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う
内
）

　
☎
０
８
０
─

　
　
２
７
１
３
─８
１
０
０

※�

毎
週
木
曜
日
・
第
２
土
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
１
時

第
67
回
新
宮
町
駅
伝
大
会

�

参
加
チ
ー
ム
募
集

日
時　
11
月
３
日（
月
・
祝
）

　
　
　
午
前
８
時
25
分
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス　
６
区
間（
予
定
）

競
技
部
門
・
選
手
資
格

〇
一
般
の
部

　

�

10
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住
民

登
録
し
て
い
る
人
、
町
ス
ポ
ー

ツ
協
会
所
属
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

な
ど
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

〇
事
業
所
の
部

　

�

町
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

で
構
成
す
る
チ
ー
ム

〇
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　
中
学
生
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

※
オ
ー
プ
ン
参
加
で
も
出
場
可

《
共
通
事
項
》

　
中
学
生
以
上
の
男
女
で
レ
ー
ス

に
耐
え
ら
れ
る
体
力
が
あ
る
こ
と

　
チ
ー
ム
編
成
は
監
督
１
人
、
選

手
６
人
、補
欠
３
人
の
10
人
以
内

監
督
会
議
日
時

　
10
月
８
日（
水
）午
後
７
時
～

場
所　
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う

※�
参
加
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
の
監

督
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
９
６
２
─３
２
６
２

　
（�

月
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日

の
正
午
ま
で
）

　
FAX
９
６
２
─３
２
６
２

　
�taikyou-shingu@

kna.

　
　

biglobe.ne.jp

初
心
者
向
け
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

教
室
受
講
者
募
集

内�

容　
初
心
者
向
け
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
の
設
計
お
よ
び
実
習

日�

程　

11
月
６
日（
木
）・
７
日

（
金
）の
２
日
間

時�

間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分

場�

所　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー（
久
留
米

市
田
主
丸
町
益
生
田
１
１
２
５
）

参
加
費　
無
料

応�

募
資
格　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
興

味
が
あ
る
人
で
、
２
日
間
の
出

席
が
可
能
な
人

募�

集
人
員　
15
人

　
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申�

込
方
法　
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
番
号
を
記
入
し
10
月
19

日（
日
）ま
で
に
送
付（
必
着
）

申
込
先　
〒
８
３
９
─１
２
１
３

　

�

久
留
米
市
田
主
丸
町
益
生
田
１

１
２
５
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

「
緑
の
教
室
」係

　
FAX
０
９
４
３
─７
２
─１
５
５
８

受
講
者
の
決
定

　
10
月
31
日（
金
）ま
で
に
通
知

問
い
合
わ
せ
先

　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
所

　
☎
０
９
４
３
─７
２
─１
１
９
３

　
（
祝
日
を
除
く
月
曜
日
休
館
）

浄
化
槽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
福
岡

　
ふ
る
さ
と
の
水
環
境
を
守
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
ふ
さ

わ
し
い
生
活
排
水
処
理
計
画
の
構

築
を
目
的
と
し
た「
浄
化
槽
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
福
岡
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
31
日（
金
）

　
　
　
午
後
２
時
～
５
時

場�

所　
パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
博
多
区
千
代
１
─
17

─１
）

参
加
費　
無
料

内
容

○�

講
演
１「
こ
れ
か
ら
の
浄
化
槽

に
つ
い
て
」（
仮
題
）

　

�

環
境
省 

環
境
再
生
・
資
源
循

環
局 

廃
棄
物
適
正
処
理
推
進

課 

浄
化
槽
推
進
室

○�

講
演
２「
福
岡
県
汚
水
処
理
構

想
に
つ
い
て
」（
仮
題
）

　
福
岡
県
建
築
都
市
部
下
水
道
課

○�

講
演
３「
災
害
時
の
ト
イ
レ
・

衛
生
対
策
の
重
要
性
」（
仮
題
）

　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

日
本
ト
イ
レ
研

究
所

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）県
浄
化
槽
協
会
企
画
課

　
☎
９
４
７
─１
８
０
０

新
宮
町
小
学
生
将
棋
大
会

日
時　
10
月
12
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～

※
午
前
９
時
45
分
受
付
開
始

場�

所　
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う
交
流
室

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
10
月
９
日（
木
）

申
込
先　
町
文
化
協
会
事
務
局

※�

申
込
用
紙
は
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う

受
付
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

問�
い
合
わ
せ
先　

町
文
化
協
会

（
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う
内
）

　
☎
０
８
０
─

　
　
２
７
１
３
─８
１
０
０

※�

毎
週
木
曜
日
・
第
２
土
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
１
時

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

�

初
心
者
教
室

　
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
と
は
、
日
本

で
考
案
さ
れ
た
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス

（
硬
式
テ
ニ
ス
の
６
分
の
１
の
コ

ー
ト
）で
で
き
る
テ
ニ
ス
で
す
。

　
幅
広
い
年
齢
層
で
和
気
あ
い
あ

い
と
白
球
を
追
っ
て
い
ま
す
。
心

地
良
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

期�

間　
11
月
１
日
～
29
日
の
毎
週

土
曜
日（
全
５
回
）

時
間　
午
後
６
時
～
８
時

場
所　
新
宮
東
小
学
校
体
育
館

対
象　
18
歳
以
上

必�

要
な
も
の

　

�

運
動
で
き
る
服
装
、

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
用
意
し
ま
す
。

参
加
費　
無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

�

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
部　
田
子
森

　
☎
０
９
０
─

　
　
１
５
１
３
─０
５
０
３

※�

シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
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町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

入
会
説
明
会

　
60
歳
以
上
の
元
気
な
人
を
募
集

し
ま
す
。
入
会
説
明
会
で
は
セ
ン

タ
ー
の
概
要
を
説
明
後
、
面
談
の

う
え
仕
事
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
生
き
が

い
や
仲
間
づ
く
り
、
社
会
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
当
日
参
加
が

で
き
な
い
場
合
は
、
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
15
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う

問
い
合
わ
せ
先

　
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
９
６
３
─４
８
９
０（
直
）

糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病

�

重
症
化
予
防
講
演
会

　

糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
生
活

習
慣
や
重
症
化
予
防
の
た
め
の
治

療
、
歯
周
疾
患
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
糖
尿
病
専
門
医
や
歯
科
医
が

お
話
し
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
す
。

日
時　
10
月
23
日（
木
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

会
場　
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵　

　

�

大
会
議
室（
須
恵
町
大
字
上
須

惠
１
１
８
０
─１
）

内
容

○
講
演

①
福
岡
東
医
療
セ
ン
タ
ー

　
糖
尿
病
内
分
泌
科

　
大
城
彩
香
医
師　

　

�

テ
ー
マ「
重
症
化
予
防
を
見
据

え
た
糖
尿
病
治
療
」（
仮
題
）

②
木
村
歯
科
医
院
院
長

　
木
村
祥
一
郎
医
師

　

�

テ
ー
マ「
糖
尿
病
と
歯
周
病
の

関
わ
り
」（
仮
題
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

①
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所

　
健
康
増
進
課

　
☎
９
３
９
─１
５
３
４

　
FAX
２
３
１
─９
７
６
７

②
須
恵
町
健
康
増
進
課

　
☎
９
３
２
─１
１
５
１

　
FAX
９
３
３
─６
６
２
６

公
共
職
業
訓
練
の
施
設
内

訓
練
生
募
集（
４
月
入
校
生
）

　

小
竹
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

令
和
８
年
度
施
設
内
職
業
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
科
名

　

�

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
・
自
動
車

整
備
科
・
機
械
加
工
エ
ン
ジ
ニ

ア
科
・
建
築
科
・
デ
ザ
イ
ン
塗

装
科
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

募�

集
期
間　
10
月
９
日（
木
）
～

11
月
10
日（
月
）

選
考
日　
11
月
18
日（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

　
（�

鞍
手
郡
小
竹
町
新
多
５
１
４

─２
）

　
☎
０
９
４
９
─６
２
─６
４
４
１

※�

詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備

え
付
け
て
い
る「
訓
練
生
募
集

要
項
」ま
た
は「
福
岡
県
の
職

業
訓
練
」ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
・
行
政
相
談

�

コ
ー
ナ
ー
開
設

　
総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局

で
は
、
買
い
物
の
際
に
気
軽
に
相

談
で
き
る
よ
う
、
無
料
の
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
税
金
、

年
金
、
登
記
な
ど
く
ら
し
や
行
政

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
開

設
日
に
よ
っ
て
相
談
で
き
る
内
容

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日�
時　
毎
週
月
曜
日
～
土
曜
日
の

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場�
所　
ソ
ラ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
６
階

西
鉄
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
内（
福
岡

市
中
央
区
天
神
２
─11
─３
）

問
い
合
わ
せ
先　

　

�

く
ら
し
・
行
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
福
岡
総
合
行
政
相
談
所
）

　
☎
７
８
１
─

　
　
７
８
３
０

保
護
司
に
よ
る
相
談
窓
口

　
保
護
司
と
は
、
犯
罪
や
非
行
を

し
た
人
の
立
ち
直
り
を
地
域
で
支

え
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

保
護
司
法
に
基
づ
き
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
国
家
公

務
員
で
す
。

　
過
去
に
過
ち
を
犯
し
た
人
、
被

害
に
あ
っ
た
人
や
少
年
非
行
な
ど

で
悩
ん
で
い
る
人
、
住
民
か
ら
の

犯
罪
・
非
行
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
。

日�

時　
毎
週
水
曜
日
の
午
前
10
時

～
午
後
４
時

※�

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
会
場

に
午
後
３
時
30
分
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

場
所　
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う
研
修
室

問
い
合
わ
せ
先

　
糟
屋
保
護
区
保
護
司
会

　
会
長　
大
賀

　
☎
０
９
０
─

　
　
７
４
６
５
─２
４
８
６

▲ホーム
　ページ

▲ホーム
　ページ

従業員の命を守る従業員の命を守る
「「ヘルメット着用推進宣言事業所ヘルメット着用推進宣言事業所」」募集中募集中

　県警察では、自転車ヘルメット着用促進のため「自転車ヘル
メット着用推進宣言事業所」の認定事業を行っています。ヘル
メット着用推進宣言事業所とは、自転車で大きな被害にあう従
業員を減らすため、ヘルメット着用に自発的かつ積極的な取組
を行うことを宣言する事業所を言います。

【取組事項】
①業務・通学時のヘルメット着用を徹底
②ヘルメット支給・購入制度の創設
③着用率１００％をめざす
④従業員に交通安全教育を実施

【対象】
　県内に所在・事業活動を行う「自転車通勤を認めている事業所」
または「業務に自転車を使用している事業所」
※�事業所は、自治体などの公的機関および各種法人なども含む。

【問い合わせ先】
○最寄りの警察署交通課窓口
○�県警察本部交通企画課
　小型モビリティ・自転車運転対策係　☎６４１-４１４１（代表）
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暮
ら
し
の
情
報　

Living Inform
ation

福
岡
高
速「
20
億
台

�
到
達
日
予
想
ク
イ
ズ
」

　

福
岡
高
速
の
累
計
通
行
台
数

が
ま
も
な
く
20
億
台
に
到
達
し
ま

す
。
20
億
台
到
達
日
を
予
想
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
正
解
者
に
は
抽
選

で
10
人
に
３
、
０
０
０
円
分
の
ク

オ
カ
ー
ド
を
、
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
応
募
者
１
０
０
人
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

期�

間　
９
月
24
日（
水
）
～
10
月

26
日（
日
）

応�

募
方
法　
都
市
高
速
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
応
募

※�

詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

�

福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
営

業
部
営
業
管
理
課

　
☎
６
３
１
─３
２
９
２

第
54
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

日
時　
12
月
７
日（
日
）

　
　
　
午
前
８
時
開
会

場
所　
杜
の
宮
グ
ラ
ウ
ン
ド
他

チ
ー
ム
構
成

　

�

同
じ
行
政
区
に
住
ん
で
い
る
人

で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

※�

他
の
行
政
区
か
ら
は
２
人
ま
で

参
加
可

競
技
部
門（
９
人
制
）

○�

一
般
の
部　
学
生
を
除
く
18
歳

以
上
の
人

※�

大
学
生
は
２
人
ま
で
出
場
登
録

可
○�

壮
年
の
部　
男
性（
45
歳
以
上
）、

ま
た
は
女
性

申
込
締
切
日　
10
月
20
日（
月
）

※
監
督
会
議　
10
月
30
日（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
☎
９
６
２
─３
２
６
２

　
（�

月
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日

の
正
午
ま
で
）

　
FAX
９
６
２
─３
２
６
２

　
taikyou-shingu@

kna.

　
　

biglobe.ne.jp

町
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー（
会
員
募
集
）

　
育
児
の
援
助
が
で
き
る「
ま
か

せ
て
会
員
」と
育
児
の
援
助
を
受

け
た
い「
お
ね
が
い
会
員
」を
つ
な

げ
る
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ま
か
せ
て
会
員

や
お
ね
が
い
会
員
に
な
る
に
は
、

受
講
お
よ
び
会
員
登
録
が
必
要
で

す
。
受
講
の
予
約
は
電
話
ま
た
は

窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
こ
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す

１�

．
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校

な
ど
の
送
迎
、
お
よ
び
そ
の
後

の
預
か
り

２�

．
就
職
活
動
、
参
観
日
、
病
院

に
行
く
と
き

３�

．
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き

○
登
録
方
法

　

�

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講
習
を

修
了
し
、登
録
書
類
を
記
入

※�

ま
か
せ
て
会
員
養
成
講
座
に
つ

い
て
は
、
折
込
の「
社
協
だ
よ

り
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
お
ね
が
い
会
員
》

対
象

・
町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
人

・�

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講
習
を

修
了
し
た
人

※�

随
時
、
講
座（
約
１
時
間
程
度
）

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
要
申
込
）

※�
預
か
り
が
で
き
る
対
象　

　

�
生
後
６
か
月
～
小
学
６
年
生
の

子
ど
も

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

　
☎
６
９
２
─９
６
２
２

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
の
お
知
ら
せ

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額

が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給

者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
案
内
や
事
務
手
続

き
は
、
日
本
年
金
機
構（
年
金
事

務
所
）が
実
施
し
ま
す
。

対
象

①�

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人（
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
必
要
あ
り
）

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
が
町
民
税
非
課
税

・�

前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他

所
得
額
の
合
計
が
、
昭
和
31
年

４
月
２
日
以
後
生
ま
れ
の
人
は

90
万
９
、
０
０
０
円
以
下
、
昭

和
31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

の
人
は
90
万
６
、
７
０
０
円
以

下
※�

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
な
ど

の
非
課
税
収
入
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

②�

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人

・�

前
年
の
所
得
額
が「
４
７
９
万

４
、
０
０
０
円
＋
扶
養
親
族
の

数
×
38
万
円
」以
下

請
求
方
法

○�
す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、

所
得
額
が
前
年
よ
り
低
下
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
対

象
と
な
る
人

　

�　
対
象
者
に
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
９
月
ご
ろ
よ
り
、
お
知

ら
せ
が
順
次
発
送
さ
れ
て
い
ま

す
。
は
が
き
サ
イ
ズ
の
申
請
書

が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

自
身
で
記
入
し
て
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。

○�

こ
れ
か
ら
老
齢
基
礎
・
障
害
基

礎
・
遺
族
年
金
の
請
求
を
す
る

人
　

�　
老
齢
基
礎
、
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
の
請
求
と
一
緒
に
請
求

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
─

　
　
０
５
─４
０
９
２

　

�

厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
▼

▲ホームページ

年金生活者支援給付金制度について

■老齢基礎年金を受給している方

以下の要件をすべて満たしている必要があります
 65歳以上である
 世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
 年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下である

 年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。

■障害基礎年金・遺族基礎年金を
受給している方

以下の要件を満たしている必要があります
 前年の所得額が約472万円以下である

請求手続き

対象となる方

市町村の広報誌に掲載する原稿（案）

 日本年金機構や厚生労働省から、電話でお客様の家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号をお聞きしたり、手数料など

の金銭を求めることもありません。

『給付金専用ダイヤル』：０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル）

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。

年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその他の所得額が一定基準額以下の、年金受給者

の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。

受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が

実施します。

① 新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方
お受け取りの対象になる方には、日本年金機構から９月初旬頃から、請求可能な旨のお知らせを送付します。

同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入し提出してください。令和５年１月４日までに請求手続が
完了しますと、令和４年１０月分からさかのぼって受け取ることができます。

② 年金を受給しはじめる方
年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

請求手続きは

お早めに！

年金給付金 検索

別
添
１

▲ホームページ

《
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働

省
か
ら
電
話
で
家
族
構
成
や
金

融
機
関
の
情
報
を
お
尋
ね
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

26



　
祖
母
の
初
盆
を
迎
え
、
親
族
や

長
年
の
友
人
た
ち
が
集
ま
り
、
祖

母
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し

た
。懐
か
し
い
写
真
を
見
な
が
ら
、

祖
母
の
優
し
い
笑
顔
や
温
か
い
人

柄
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
祖
母
は

私
に
と
っ
て
、
多
く
の
愛
情
と
知

恵
を
与
え
て
く
れ
た
存
在
だ
っ
た

の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

時
間
が
経
つ
と
、
日
々
の
忙
し
さ

に
か
ま
け
て
大
切
な
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
う
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。
初

盆
の
ひ
と
と
き
は
、
大
切
な
こ
と

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
優
し
い

時
間
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
安
武
）

　消防の未来を担う若手消防士
２人を撮影しました。取材中に出
動指令が入り、撮影が中断せざる
を得なくなったことで、消防の仕
事の緊迫感を強く感じました。一
瞬の判断と迅速な行動を求めら
れる消防の仕事は、まさに１分１
秒を争うものです。災害や事故な
どに即座に駆け付け、常に危険と
隣り合わせで活動する消防職員
たちに、深い敬意を表します。

性犯罪 ０件 強盗 ０件

ひったくり ０件 乗り物盗 １３件

空き巣など ０件 自販機ねらい ０件

車ねらい ０件 万引き ９件

合　　計 ２２件

人　口 ３3,１２４人 （＋５５）

男　性 １５,９８９人 （＋３１）

女　性 １７,１３５人 （＋２４）

世帯数 １３,８５４世帯 （＋１７）

出　生 １６人 死　亡 ２２人

※（　）内は前年比
飲酒運転を見かけたら、すぐに１１０番しましょう。

町内の犯罪件数� （７月）

町内の交通事故件数 � （７月末現在）

　本誌に掲載している情報は、９月１０日
現在のものです。催しなどは都合により、
中止もしくは延期または変更となる場合
があります。

人の動き� （８月末現在）

７月中 累計（１月～７月）

件数 １０（－３） ７８（－９）

内 高齢者の事故 ５（＋２） ２７（＋７）

死者数 ２（＋２） ２（＋２）

負傷者数 ８（－７） ８８（－３６）

　１１９番通報で駆け付けた救急隊員は、名前な
どの基本的な情報のほか、かかりつけ病院や服
薬情報などのさまざまな情報の聞き取りを行っ
ています。
　一方で、病気や怪我で苦しむ本人や、気が動
転している家族のみなさんが正確に情報を伝え
ることは困難な場合もあります。
　そこで、救急活動時にマイナ保険証を活用す
る「マイナ救急」が始まります。救急隊員がマイ
ナ保険証を専用端末で読み込み、必要情報を閲
覧することで、本人や家族の負担が軽減され、
適切な医療機関への搬送がスムーズになります。

【開始時期】　令和７年度中（秋ごろ予定）
【使用場所】　☑ 救急要請のあった現場
　　　　　　☑ 救急車内　など

マイナ救急が始まりますマイナ救急が始まります

ま
ち
ま
ち
をを
守
る

　使
命

守
る

　使
命
とと
誇
り
誇
り

活動する３３,０００人のまちづくり情報誌
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今月の表紙


